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本稻反收より見たる零細經營の土地生産力の低位原因

松 澤 盛 茂

M o r i s h i g e  MATUZAWA

現在我国農業雷電の課題は凡そ三つに分ち得る

であらう..その第一一枚人口歴力が要求する所の土

地生産力の向上であり,その第二は文化要求が求一

むる所の労働生産力の向上であり,-'その第三は意

想 さる1朗の恐慌,への封策と-1しての生産費の低下

即ち競争力の向上である.第一枚国民的拍費者的

要求であb･夢=,第三離 眠 的生産者的要求tで

あU,更に第二は努勘考として第三は企業者とし

求である.第-は外部より農業への,第二

農業内部に於ける要求である.

これら三要求は碍蓮閤す名ものであるが,我国

の唯封鎖的経済環境は食糧政策掛 こ偏向すづき佳

件が強い2割こ農業政策が指向する所の ｢農業生産

力の増進｣(農地調垂法 第一慌 ･自作農創設特別 ･

措置法第-牒 ･,農業協同組合法第-僚)は先ず土I

地生産力増強の面に集中する･従って如何な争農

業分野に放て土地生産力向上の相封的に大なる可

能性が存在するかが問題 となる.既に夫れは戦争Jl

封笑としての食糧政策として取上げられ適正規模 .
論として多くの研究を生んだ.然し乍らそれは生

,i '?

産関係さしての土地制度に封Tる新 しを許さぬと､
いう前提のある車によって軍に論にとどまったに

過ぎず,戦後再び別の観点から食糧封第,として土

地壷産力増強が淡められるに拘 らず家族労作経営

制に封する撹乱を許さぬ前提に立つ限り小作農のi
自作他という経営規模 (耕作面積 とし㌢の)的視

I
界外の操作として農地政策ギ登場したに過ぎな .

′
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れるであらう.これが本問題を取上げた理由であ

る.1
- ＼

A.水沼反常牧童より見たる生産力
●

,土地生産力を前記の標準から検討する馬に7k相
g■

反雷撃量を申上げる･之を転上げ､る理由は次の通
りであるし.

Lイ)生産力判定の基準が良椙面に偏向すべき現茸

の､保件 .

p)米が食糧q)基本的部分を占める事茸

水朽反雷収量の経営規模別比較にりいては由に

多くの垂料が公表され七ゐる∴

∈第一義〕

宮部秀雄 .･農莞経営適正規模論,第45表 p･167.

本表の各級の最高限は夫 1々0反発鼠 15反未繭I
の意味であらう.1本表について見る時,了富出氏 も

認められる掛 こ例郡的低落はあるが傾向として反ヽ
雷生産力は経営規段に正比例する.但し本末は五
l

反未満の零細掛 こついての表示に欠ける･i

て第二表〕､

顧 D=十年紅塵規二
I

模即宿作反雷牧童
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(お)･･L-長野森立農林専門撃校拳術譲合 葡一晩

第二表は第-表を裏書するものである､･

第-｢衰±表共に他琴資料であるから論述の責任

の烏に第三表を掲げる･

〔第三表〕'l

経営規段 5虎琴繍 15-10未満 10反 以上

ノ

反雷収量 2,両 2,54

昭和22年度供出基準たる'一筆毎の部落拾見根

･によJa.地域,長野願伊部町Y霞 109戸

以上第--第三夫を通じて水稲反雷牧童は経営

'i､規模の拡大に伴?て上昇する傾向を認め得やう･
I

耳･収量決定因子卑しでの肥料の地位

.､枝術的に論ぜられた朗に従.う主 ｢明治初年の米

.･の反常収量が袈在迄に増加した事由を原因別に考

へて見ると肥料による効果が75･8%,品種改良,

栽培準の改急 病虫要の防除によta効果が21･5孝

に苦ってゐろ｣(松木玉枝 :綜合垣料科挙)と.
㌔

〔第四表コ `

＼

｢安藤贋太郎 :本邦稀作上技術の進歩｣(土壌

､ 肥料雑誌2巻1既)よ_り

⊂第五表〕

年 次

Lid57iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

反 雷 牧 童

硫安消費量
指 ､ .数 ＼

.>[:.,
1
:..:

.:
:
.I::.'''.'J,

七 一 ′二 三

二
'
〇
四
五

二
'〇
六
二

二
へ
一
〇
〇

1
'八
五
的

二 四 二 四
〇 五 四 一 八 七
〇 一 三 三 六 ､六乙)｣ハ l

｢帝国箪魯:農業年鑑 (昭18年版)｣､による.I

儲由表及第丘表は夫々その涼-の賀料を示す∴ ＼

第五表は水稲に封するhT肥効果土硫安の地位を重

点硯し七掲げたものであるが,硫安は査作物への

消費量による.もので水稽q)み-の施肥量でなくそ

.の点不完全である.翠に参照に止ゆたいが傾向把

複に参考とし得やう.

今経済的方面よ!りq)分析に従ふならば,近藤蛭 二

男静士の指摘される如く我国農業の特性は多肥農

業であり,肥料は之別 田分する章に,よって宅もそ ＼､

の生産魂晃を適ぜす経営観掛 こ拘る事なく利用 し

待′ろものである.即ち f生産手段として9)肥料の

か くの如き特徴は高地代由たる我国農業に於ける

生力産蓉達に由 して特異的に重要なものとしての

琴割を銘じた･即ち多肥農業は農薬生産を祉合他 Jl

せずして生産量を頗加する方法である十 (近藤鹿

男 :ノ日本農業経済論.Ⅰ)･260)

′小農技術 としての多収穫栽培が畢位面積に封し

て肥料に於で3･3倍を投じ (近藤:前掲書 p･2,64)

_てゐる事茸は噸 Eiに封する肥料の地紋卑明に示す

.ものである.

然し問題性質に肥料としての技術的方面にとゞ 一

ま･るならば敢て本稿に放ける観察の封象tlはなら
ぬ.経営規模とゆう経済的吐合的なものの施肥と

ゆう技術に封する制約を兄も ものである.
ヽ

C.､小農経営と肥料

肥料は之を配給肥料と自給肥料.とに分けて考え

る.昭和22年度の水田配給 N肥量紘長野願伊部町

に於て次の通りであった･(嘩安換算)

-A. 一般基準由 (反軍) ′ 3･5貰 ､

･B･供出.)-/?用 (一俵雷) 1貰

C･.超準供由報償用 (十位雷) I貫

E･加羊原料わら供出用 (-貫首)30匁 二

.所謂改発農家又は取落農家の利用し得る肥料量

は1,-ミ買を考慮外に窪けばAのみであり,経営規■■
模の践大従って供出力の増大kつれてB～Eと利 ′

用し得や･この配給画だU.を考えるとそれは循環EI

統制で.ある･否一般に現在の農業政策は主体その

ものに翼更を加斗る執 こよづて供給を動かさうど '

する組披統制でなく,組織は典へら.nたま1にし

て需給の上せのみ統制を才口-る御環統制 (高田保

局 :･統制経済論 p.90)と考えられろ.､斯 くの如 .

きぬ は統制される主体の上t三重牛車の重さを加il
へるた桝こ経拷力のグなる経常は雷然に重塵を受

t
l



水槽反収より見養る零細経営の土地生産力の低位原画-.･･･(.L']t?)

げろ･/ ノ

･他面ヤミ肥料購入の贈 余力も供出余力のある

･経営程大であるのは云ふ迄もない,結局に於て購■
入肥料量蛭経営規模によって限定される.小農は

多肥農業とゆう武器をも失った･ ,
第二に自給肥料を見る･- ..

自給肥の量は数量的に把握 L難tへ 但し白給肥

の生産量を一腹脚 巴問現として提むならば係数的ー

賃料を求めることは必ずしも不可能でない･鹿 i

の効果は勿論他の諸要素すなわち耕京の探皮,品

種等との関係に於て琴れろもの壱あるが,葦高の ､
土鞄肥沃他作由を第-に厩肥に求むる零時必Lも

不常幸ないやあらう.而して厩肥生産量はその定●

皆の有畜皮に鷹ずるものである･i

I).有畜度より見たる小農経営●
有畜皮は-経営首りの家畜国数を以て示さ汁る

が大家畜一頭を以て1とする･結論から先に云ふ ＼

､ならば有畜安は経営規模にiE比例的に上昇する傾

向がある.特に五反未満盾とその上唐とに於て箸

差を示す.

ヒ第六表⊃

0,b54恒3中
I-(上申 禦郡や ヶ村牛馬墾 よ帽 垣)

･但し同.じ大家畜であつても馬より牛に,Ji昏陸が

破く,又耕地面積でな.く利用牧野面積を含めた経

､夢規模によって判断Tべきであるが資料に欠ける

矧 こ耕地のみの面積に嘩った.個 の々経営別に酢＼
らず町村箪位の観察 (第七表)七於てほ 遠の傾Iヽ
向を見得る.

但し衰細鹿 と嘘は 干?小家畜を持つかもiE･
'確に云へば大家畜のみたよる有畜皮の判琴は:,)､家
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苔.%.計上やぬ事によって小島

∂有畜皮&.箕際以下に引下げ

る華があり得る.然し農家の

苦休を見ると大家高のみる経

営には小家畜も多く′却って小

農程完重な無番の多い傾向が

見ら_itろ事を附言したい･

磯部秀陵教授は昭和二十年

安房牛島に於け'る36枚の水田

の坪刈調査に於て,乳牛飼葺

農家は然らざる農家に比して

反常牧量平均 9･6%の増牧を

棒認されてゐ畠が (農業問題

第二耽 : 日本農業有畜化論

p,20)この増収0)技楠的可能

性に拘らず小規模経営に於けヽ

る乳牛育苗虎杖相封的には低

位に止る茸例を見る･下伊部

郡市田村調査に見るも乳牛有

畜度は第九表の退りである･
I

I(本村平均耕地面積一戸 6,3

皮)一五反未満の数字に注目やし

たい.

乳牛は現在の段階に於丁一

般農家たとっては侍精密機械

であれ 一般叩普及の域に達



(40う.･.･A･長野願立農林専門単投畢循報告

〔第八表コ

経 営 規模
経 営 規 模 別 大 家 畜 有 皮

有 畜 皮(0,038L0,144.I0,199J1 0,370

⊂第九表コ′

o･714十1,42可｢ ~i芯ri霜
農業セン■サろ･伊部町.一戸牛頭 7,5尿)

してゐない轡 こ正確な刊牢紘不可能であるが,′長

野燥下に放て最も坤力の高い部分に屠するこ功地

方に於ても倍五反未満経営に於ては乳牛導入の傾

向を見ない･ ､

､零細経営に於隼ろ有声化の困難性は飼料特に濃

厚国軍に関係す_a･エレボーの有名73:言の様に,

｢ニ哀足を国外.に立て僅かに二本足内t/=置 く｣標

な輸入飼料依存率0,高かつた我国の養高は食糧の＼

不足に華ふんと動物t.の食糧競合によって,琴厚

飼料面を通じて人間 与畜矧ま坤 の恵合を来 して▼
ゐる現状である.

こ 1に有畜化の問題は正しく土地問題なのであ

る･程って又厩肥庖通じて見る限り自給肥料も土

地聞直{･あり有り,有畜遼東甲高き技術的壷 性

に拘 らず零細経営に封LTG紘現状に於て高嶺の花

以上の何物 Cあらうか. 1

ち

第十表は小経営程飼料囲ギ全作付面積中に於て

占有力を強 く主張する傾向を示す ものである.仝

●作付面積は箕耕地面積の2倍として算出した.

'･r大経営は由皆の種新を同一と-すれば著しく備

品扇 的する｣とカウツキ-誓述べてゐろが (氏

し一業問題 ‥向坂逸郎鐸･岩波文庫版,上巻 p.16年) ∴

土地に裁いても同様であって副産物,戎淀を多量

に'生する大経封は専用飼料現面積を大叫 こ節約 し .

得る･正に夫は ｢組鰍 こよる節約の方則｣に庶す

るもq)であらうー-(高甲駄馬:経酉畢新詩 第一義

-p.235)

QE･ 結 論 L｢

以上米の生産力一一肥料一有高皮を通 じて土地

生産力を経営規模との関係に於て観察した.米の

問題 として見る限り結局に於てそれ妊経常規模の＼
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水村反攻より見たる零細経盤の土地生産力の低位原因--(il)
ヽ̀

問題に原著する'.換言ずれば三合配給-接近する

注は米の図円自給 とV,ふ前提に立つ限り小規模経＼

営に委ねられてある土地の生産力を如何にして増

進さすべきかが粗く取上げらるべきであらう.,那
ヽ
ち現在の技術の段階に於ても粗放の改革が行はれ

るならば土地生産力は向上 し得る.逆に云-ば技

術の可能性にも拘らず定常規模は技術を阻む.∫

(附記 :卒稿中の伊部鞄置閲係諸統計は専攻指導■
畢生大下幹夫,柴典三郎両君の調香r上るも.のが~̀ /▲
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